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3. アクロスデータ解析実習

3.1 アクロスデータ解析の流れ

データの種類

単位

処理



外部データ

時間領域デジタルデータ
digital count






(1) 異常データ除去


異常基準






(2) 時間領域スタッキング

セグメント長

(3) *離散フーリエ変換

(4) *信号チャンネル抽出

送信パラメータ

(5) ノイズレベル計算

ノイズレベル計算式

(6) 重みつきスタッキング

(7) *AD変換の量子化単位をかける
量子化単位

(8) *センサ感度・機器特性の補正
感度・機器特性

(9) 単位の変換(速度→変位など)

誤差つき周波数領域データ
m (地動変位)






(10) *送信信号での除算

送信信号データ






(11) *正転・逆転の合成






(12) テンソル座標変換

送受信点座標

テンソル伝達関数データ
m/N






(13) 周波数窓操作


周波数窓関数






(14) 離散フーリエ逆変換

時間領域伝達関数波形
m/N

《注意》

· ここで取り上げたのは弾性波アクロス（回転型弾性波送信機→地震計）の場合。
· 処理の順序は変わってもいいものもある。

· 処理の*は必須。

· アクロス伝達関数の単位(物理量)は、基本は「変位/力」だが、「速度/力」を使うこともある。

· アクロスで得られる基本データはテンソル伝達関数データ。

《確認ポイント》

· 自分の持っているデータはどの段階のものか？

· 自分の持っているプログラムはどの処理をするものか？















































































































































































